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目的　本研究では報告その１に引き続き、生活時間設計についての実験的授業実践の結
果に基づいて、生活時間設計を家庭科教育学の視点から分析した。授業で使用した生活時
間設計票についても考察した。

方法　報告その１と同じ。
結果 （1）あらかじめ計画をたてて１日を過ごすことはよいと思うとい う生徒は56.4% 、

思わないとい う生徒は23.9％であった。計画実行院の難しさを問う質問とクロス集計をとる
と、１日の計画をたてて実行することは難しいけれども、計画をたてることはよいと考え
ている生徒が多かった。意識をすることでより充実した１日が過ごせると思うとい う生徒
は57.3% 、思わないという生徒は19.7% であった。計画をたてるとその日の意義が出てきて
充実してくるといった意見がある反面、完璧に過ごしても充実感は得られないとい う意見

もあった。（2）人との関わりを含めた計画方法として一緒に行動する人の欄を設け、その活
用度をみてみると、62.4%が各行動について考えており、あまり考えなかった生徒は7.7% で
あった。他者との時間調整については52.6% が大変と感じており、あまり大変ではないと考
えている生徒は31.5% であった。（3）この授業でもっとも配慮した点は、計画を随時改良し
ていくよう方法を探るところであった。計画一実際シートから、それぞれ計画を阻んだも
のに対する具体的な対処法を探ることによって、自分なりの答えを導き出すようにした。

（4）生活時間設計票は書きやすかったという生徒は54.7% であった。授業はわかりやすく、
楽しいものであったという意見が多かった。
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生活用品の機能を総合的な視点から評価する態度の育成をめざした教材の作成
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【目的】この教材では，洗たくに用いる石けんと合成洗剤の機能をいくつかの観点から比

較し，それらを基に両洗剤を総合的に評価する構成とした。

【教材の構成および実践結果】洗たくに用いる洗剤を実際に選定する場合には，利便性や

購入価格をはじめ多＜の観点が考慮されているが，本教材では，①汚れを落とす力, ②溶
けやすさ，③洗たく物への洗剤の残留，④水質汚濁の４点から石けんと合成洗剤の機能を

実験的に比較する内容構成とした。①汚れを落とす力では，洗剤水溶液の接触角の観察，

表面張力の測定を行い，表面張力の増減から洗浄力を考察した。②溶けやすさに関連した

実験では，石けんと合成洗剤の冷水および温水への投入後の溶解状態を観察するとともに，
それらの溶液のPH を測定して両洗剤の溶けやすさを比較した。③洗たく物への洗剤の残

留では，市販の石けん，市販の合成洗剤の品質表示に記載の標準使用量，界面活性剤の成

分割合から洗たく一回あたりに使用される界面活性剤量を算出して考察した。④水質汚濁

では，市販の石けんと合成洗剤の生分解に関する既発表の実験結果を用い，下水中に存在
することになる界面活性剤量の比較からその影響を考察するようにした。授業の実践前後

に，階層化意思決定法を用いて，石けんと合成洗剤に対する上記４点の観点から評定を行

った。実践者別に石けんと合成洗剤に対する各評定の総合得点を算出した結果，実施後は

合成洗剤に対する肯定的評価が増大した。なお，本教材では，実験試料として石けんはラ
ウリン酸ナトリウム，合成洗剤はドデシル硫酸ナトリウムを用いたが，どのような成分の

ものを石けんあるいは合成洗剤として用いるかが課題である。
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